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研究成果の概要（和文）：研究成果の第１は、最適構造決定法の定式化である。どのような提携を組

むことが全体にとって望ましいかという最適な提携構造決定の問題の定式化を行い、提携構造

決定法の性質を検討をおこなった。研究成果の第２は、極小平衡な提携集合を求めるプログラム作成

である。極小平衡な提携集合をすべて求めるプログラムがほぼ完成した。このプログラムの作成によって

実証分析が可能になったので、この成果の意義は大きいと考えている。 

 
研究成果の概要（英文）：The problem of the optimal coalition structure in cooperative game 

theory is formalized. The properties of the decision method of coalition structure is 

examined. The program to calculate all minimal balanced coalition sets in cooperative 

game theory is accomplished. This program makes a positive analysis by cooperative game 

theory possible. 
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１．研究開始当初の背景 

 協力ゲームの理論は、ノーベル経済学賞の

対象となるなど、ゲーム理論の中心的分野と

して大きな発展を続けている。しかし協力ゲ

ーム理論の研究の多くは理論的研究、あるい

は数学的な研究にとどまっており、費用分担

問題への適用など限られた分野を除いてその

理論が現実の諸問題に適用されることは少な

かった。本研究のねらいは、協力ゲームの理

論を現実の諸問題に適用して、現実の問題に

関する具体的な解をあたえるような方向に拡

張するとともに、それを具体的な問題に適用

して有効性を検証することにある。 
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 協力ゲーム理論の現実への応用の重要な一

分野として費用分担問題がある。 

本研究の課題のひとつは、このような具体的

な問題に適用できるように協力ゲーム理論に

よる費用分担問題を拡張することであり、そ

して新たな定式化を現実の問題に適用して、

費用分担に関して具体的な費用配分方式を提

案することである。 

本研究において、協力ゲームを用いた費用

分担問題というこれまでの研究を、さらに一

歩進めることによって、費用分担という現実

の政策課題に答えうる具体的な分析手法を

確立することをめざしている。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、協力ゲームの理論を現実

の諸問題に適用して、現実の問題に関する具

体的な解をあたえるような方向に拡張すると

ともに、それを具体的な問題に適用して有効

性を検証することにある。 

(1) 第１の研究目的は、協力ゲームの理論を

現実の諸問題に適用可能にするように理

論を整備することである。 

(2) 研究目的の第２は、具体的な問題に適用

する際における、数値計算およびデータ

処理をおこなって、協力ゲームの理論の

有効性を示すことである。 

協力ゲーム理論の現実への応用の重要な一分

野として費用分担問題がある。 

(3) 本研究の課題のひとつは、このような具

体的な問題に適用できるように協力ゲーム理

論による費用分担問題を拡張することである。 

(4) さらに、新たな定式化を現実の問題に適

用して、費用分担に関して具体的な費用配分

方式を提案することが本研究のねらいである。 

 

３．研究の方法 

(1) 協力ゲーム理論のモデルの理論分析 

(2) 協力ゲーム理論のモデルを現実問題に適

用した応用分析 

(3) 現実問題への実証分析を遂行するために

必要なコンピュータープログラムの完成 

 

４．研究成果 

(１)「最適構造決定法」の定式化 

 協力ゲームにおいて解決すべき問題のひと

つは、どのような提携を組むことが全体にと

って望ましいかという最適な提携構造決定の

問題である。この提携構造決定の問題の定式

化を行い、提携構造決定法の性質を検討をお

こなった。特に、提携構造決定法がみたすべきい

くつかの性質を求めることができた。また、全提携

値総和最大化法および最大コア指標最小化法がそ

れらの性質を満たしているかどうかを調べた。また、

全提携値総和最大化法および最大コア指標最

小化法を特徴づける性質を調べた。これらの

解を特徴づける十分条件を求めるのは、今後

の課題である。 

最適な提携構造決定の問題、すなわち、全体にと

って望ましい提携構造の決定する問題を、提携構造

決定問題の定式化に基づき調べて、提携構造決定法

の性質を検討をおこなった。特に、最大コア指標最

小化法を特徴づけ問題に関して、コア指標の性質を

調べた。コア指標の性質を用いて、特徴付けを完成

させることが、今後の課題である。 

(２)極小平衡な提携集合を求めるプログラム作成 

極小平衡な提携集合を求めるプログラム作成作

業をおこない、プログラムをかなりの程度まで完

成した。現在、最大コア指標最小法のプログラム

なしには、実証分析の実行は困難である。最大コ

ア指標最小法のプログラム作成のためには、与え

られたプレーヤーの集合に対して極小平衡な提携

集合をすべて求めることが必要になる。 

極小平衡な提携集合をすべて求めるプログラム

がほぼ完成した。これは、極小平衡な提携集合の

数学的な性質を精査して、その結果に基づき、各

提携集合が極小平衡かどうかをチェックしてゆく

ものである。このプログラムの作成によって実証

分析が可能になったので、この成果の意義は大き

いと考えている。 

極小平衡な提携集合を求めるプログラムを基づ

き、プログラムの詳細の検討作業をおこない、プ

ログラムの完成をめざした。現在、最大コア指標

最小法のプログラムなしには、実証分析の実行は

困難で、与えられたプレーヤーの集合に対して極

小平衡な提携集合をすべて求めることが必要にな

る。これまでに完成した極小平衡な提携集合をす

べて求めるプログラムの発展および改良を試みた。 

 

３．環境問題への応用 

協力ゲームの環境問題への応用を試みた。国あ

るいは自治体をプレーヤーとする提携型ゲームを

考え提携値を適切に定義することによって環境問

題の分析をおこなった。によって環境問題の分析

をおこなった。 

国あるいは自治体をプレーヤーとする提携型ゲ

ームにおいて提携値を適切に定義することによっ

て環境問題の分析をおこなった。Shapley-Shubik

のモデルを発展させたモデルを検討して、協力ゲ

ームの環境問題への応用を試みた。 
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